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A‐ 4Fス カ イホ ー ク
母艦搭載機として|■ i ′1ヽ型で取扱いか容易 しかも、可勁辛が高 tヽ等の|セカはラト常に
重要であるが  A‐ 4ス カイホークはそれらの特性をフルに生か した■空強行襲摯機で
あリ ベ トナム戦争に於てその面 目躍

"た
るものがある.兵器搭載量の不足、全天候性

でないこと EC団 装備が全面的に採用されていない 高空での作戦能力が不充分等の
欠点はあるに しろ A7コ ルセアが完 全に配備 されるまで 尚主力檻上攻撃機 として使
用されるだろう A4Fは  ベ トナム戦で消 :モ した■ を補 なう為 量産 された最新型
の攻撃機て エンシンは 」52P-8Aを 使用 電子機器も新 しく強イしされ その為コ
ックピッ ト後部に大きなカバードヽ 加された.
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ミコヤ ン MIG-21フ イ ッシ ュベ ン ド          Y200
ロ ンキ ~ド F-104Jス ター フ ァイ ター          Y200
り′ヾ ブ リッ ク F― 1050サ ン ダーチ ー フ          Y250
川 酉 2式飛 行魅 12型 (H8K2)             Y1000
/― スア メ リカ ンロッ クウ ェル F-86Fセ イバ ー      Y100
ノー ス ロップ F-5Aフ リー ダム ファ イ ター         Y100
ノー ス ロップ T-38Aタ ロン (F-5B)        Y100
LTV A-7Aコ ル セア H                 Y 250
BACラ イ トニ ン グ FMK-6              Y250
マ クタネル グ グラ ス F-4Kフ ァ ン トム H          V 250
マ クダネル ダ グラ ス F-4」 ファ ン トム H          V 250
18試 種 上攻 撃機 連 山                  Y700
ノー スア メ リカ ン  ロッ クウ ェル OV― 10Aプ ロン コ    Y200
11ン キ ~卜 P~38J Lラ イ トニ ン グ           Y250
ウ エ ス ト ラ ン ドガネ ッ ト                                      Y 250
メ ッサ ーシ ュ ミッ トME410               Y 250
グラマ ン A-6Aイ ン トル ー グー              Y300
ノー ス ロップ P-61プ ラ ッ クウ ィ ドウ           Y350
フ ォ ッカー F-7B-3Hサ ウサ ン ク ロス           V360
ビッ カース ピ ミイ                     Y350
グラマ ン OV-lAモ ホー ク                Y200
グラマ ン OV― IBモ ホー ク                V200
サ ー プ A」 -37ビ ケ ン                  Y250
/― スア メ リカ ン  ロッ クウ ェル RA-5Cビ ジ ラ ンテ ィ  Y860
ウエ ス トラ ン トワレス                   Y250
プ ラ ッ ク′` 一 ンシ ャー ク                   Y250
ウ エ ス トラ ン トライサ ン ダー                 Y250
ユ ンカー ス 」u87Gス ツー カ               Y250
テ  ハ ビラ ン ドモ スキ ー ト                 γ 300
ユ ンカー ス Ju 88                      Y 300
ホ ー イン グ B-47Eス トラ トジ ●|ッ ト          Y1000
ノースアメ リカン ロックウェル F― 100Dス ー′ヾ ―セ イ′` 一  V250
マ ク ダネ ,レ ダ クラ ス RF-101Cプ ー トー         V250
三 螢 1式陸攻 (G4Ml)                 Y450
フ ェア リーバ ラ クー ダ                   Y250
ア プ ロシャ クル トン                   V1000
ブ リス トル ブレ ニム                     V000
コン｀ ア F-102Aテ ル タ  グ ガー            Y300
T-33Aシ ュー テ ィン グス ター              Y100
ホ ー カー シ ドレー  ハ リアー                Y200
F-106Aデ ル タ  グー ト                V300
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■ 部 品 図 及 部 品 番 号 (組立てるまえに )
0モ デル を l■立 て るまえ に よ (説 明 を読 ん で  部 図 と組 立 図 とを装 及び転 ,マ ー
ク参 手図 を よ く見 て照 し合せ指 うO ltっ て作 っ て ドさ |
● ラン十 一 (■ )ヵ ら吝

`品
を切 つは な■時 に よ 手 で も ざ とらないて =″ 一` 又

は全工 用 サヽ ミでて いね ● に切 り取 っ て下 さい 万  ^" 峰 分 に日Jて い る部
分 )が ′,り ま した ちナ イフ等 で肖い 取 って下 さい _
●部品 をラ ンナ ー が

',切
り ,な す際最 初 に全割

`切

り取 るよ うな事 は しない で組 ■

て る部 品 だ ナず つ切 0取 って下 さ |
●組 立 て た後 でを 姜 出 来 な●部 品 (人形  座 席 等 )は l■立 る前 にとま して ドさ .
(藍 装 の色 守 は襄 面 を参考 に して下 さい )
●′ま す る嗜  小物 部 品 :iラ ンチー (枝 )に つ け た ま ま _● 装 します と塗 姜 しやす
いです

0接者 斉1は 余 ,多 くつ けす ぎない で下 さ●. 多 くつ け ます とはみ た して きた な (
な ります

カ リg=蔵乃_
プラスチックモデル専用の塗料

☆ 子供から大人まで離れでもシューッと一
嗅すれば簡単に吹きつけられます.

☆ ν72ヒ コーキなら5機 ツ25自 動車なら
4台位は業に嗅きつけられます。

☆ 吹きつけには筆 シンナーは不用です。
各 色 Y250
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1′ ｀イ つ ッ ト⑩  撮 縦 席 ◎  薇 縦 席 床 板 0と 胴 体 内 傾∫の 撮 縦 嗜 内 部 を 建 装 し ま す

2擬 嗜 床 板 Oに  操 縦 け ◎ を接 着 し操 縦 rに パ イ ロ ′ 卜⑩ を接 着 し ま す .

3胴 体 左 0 有 ② を接 右 し ま す .そ の 際 同
"に
2の 操 縦 席 を接 着 し て 下 さ い _

2主 暴下 而 C)に  二翼 上 面左 ④  布 Oを 接 着 します .
2主 黎 上面左 0 な 0の 主 章 岬 lk納 勺部 を .● 装 します _
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1口 で組 立 て た主 翼 を胴 体 に接 着 します .
2エ アー インテー ク左 ⑫  右 ① を接 著 します
3水 平 尾翼 な 0 右 Oを 接 着 します .
41ヒ の キ ン トは  F ll及 び E■!の T″ が で きます. ■ の どち ら力 を選 んで下 さヽ

F型 を作 る方 は 操 縦 席 後 方 のアンテナ を切つて 電 子ドーム⑩ を構 有 して下 さい _
E型 を

'卜

る 0は  部 首|の を接 著 して 下さヽ

5操 樅 け の部 分 をテープ等 で力 ―` してお さ :同体 t霙 水 了 尾 業 T mlを ,た よ します .
6 5でtま した部 分 力.t,(● 乾 きま した ち その著F')を テー プ :卜 で 力´ヽ 一 し :同 l i
翼  水平 尾 翼上 面 を,表 します
7エ アープ レー キ左 0 有 0 エアープレーキシ リンアーΦ を,表 した後 姜着 して下
さ ,

8キ ャ ノビー を接 着 し,ま します

1前
=輪
⑬ を4ま し技 着 します

2■ 脚左 ⑩ ― ⑮ ― ⑫  右 の 一 ⑮ ―⑩ を組 立 て,装 した後接 着 します
3前 車格 扉 ⑮ t=輪 11扉布Φ 右⑩ 主 車輪 後 扉左 ■l右 0を それぞれ,表 し接 着 します .
4主 翼下 面 中央 に I」 中央坤 櫓 タ ンクの 一 の と 600P(大 )爆弾 ② ―① の いず れか が つ
け
',れ
ます_ どち ら

"進
んで ,日立 て,姜 し枝 着 して下 さ .

5主 X下 両 勺預!に , i翼 ■増 タ ンク ● ― ④ ― ● と 250P(小 )爆弾 ● ―⑩ の いず れ
か がつ け
'れ
ます  どち

',力
選 んで■ 立 て●ま し接 蔵 して ヽさい.

6主翼 下ni外預!に は  ミサ イ′● プ
'●
パ ップの ―●  スパ ローの -0の どちらかがつ

け られ ます どちらか選 んで縦立 て,表 し接着 して下 さい
7受給棒 ⑮  者檻 フ ′ク① を,贅 し接著 して下 さい.


